
東近江市の遺跡シリーズ４   
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（ 滋 賀 県 ・ 東 近 江 市 指 定 史 跡 ）  

 

所在地：東近江市勝堂町  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東近江市 勝
しょう

堂
どう

町には、『淡
たん

海
かい

記

き

』などの江戸時代

の文献に48基
き

の古墳があったと記録されています。 

現在は、墳
ふん

丘
きゅう

の形態や石
せき

室
しつ

の構
こう

造
ぞう

から６世紀後

半頃に造
つく

られたと考えられる赤塚古墳、弁天塚古墳、

行
ぎょう

者
じゃ

塚
づか

古墳、おから山古墳、骨
こつ

塚
づか

（北
きた

浦
うら

）古墳、

朝日塚（山上塚）古墳の６基の古墳が残っており、愛
え

知
ち

川
がわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

の右
う

岸
がん

で 最
もっと

も規
き

模
ぼ

の大きな古墳群

です。 

勝堂古墳群の被
ひ

葬
そう

者
しゃ

は、湖東地域の開発に優
すぐ

れた

土木技術とともに大陸からやってきた渡
と

来
らい

人
じん

や、こ

の地域を治
おさ

めていた豪
ごう

族
ぞく

であると考えられ、湖東地

域の歴史を物語る上で重要な文化財です。 

遺遺 跡跡 のの 概概 要要  

勝堂古墳群分布図 

 

赤塚古墳と弁天塚古墳は 

昭和 58年に滋賀県史跡に指定。 

行者塚古墳は平成 20 年に東近江市

史跡に指定、おから山古墳は平成24

年に東近江市史跡に指定、平成 25

年に行者塚古墳、おから山古墳、正

眼寺石棺が県史跡に指定。 

赤塚古墳、弁天塚古墳平面図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤塚古墳は、直径約32m、高

さ約5.2mの円
えん

墳
ぷん

です。主
しゅ

体
たい

部
ぶ

は 両
りょう

袖
そで

式
しき

横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

で、羨
せん

道
どう

の長さは 2.4m 以上、幅約

0.9m。玄
げん

室
しつ

の長さは約４ｍ、

幅約２ｍ、高さ 1.6m 以上あり

ます。 

古墳の築造年代は墳丘の形状

などから６世紀後半頃と考えら

れます。 

赤赤
あ か

塚塚
つ か

古古墳墳  

弁弁
べ ん

天天
て ん

塚塚
づ か

古古墳墳  

弁天塚古墳は、赤塚古墳の北

西約40mにある直径約20m、

高さ約4.3mの円墳です。 

内部主体の構造は未調査の

ため丌明です。古墳の周囲には

濠
ほり

がめぐり、さらにその外周に

堤
つつみ

がめぐる珍しい構造をして

います。 

古墳の築造年代は墳丘の形

状などから６世紀後半頃と考

えられます。 

石室の開口部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行者塚古墳は、一辺 23ｍ、高さ 5.3ｍ

の方墳と推定されますが、後世、墳
ふん

頂
ちょう

部
ぶ

に

行者堂が建造され、裾
すそ

部
ぶ

が削
けず

られているこ

とから、築造当初は 30ｍ以上の円墳であ

った可能性もあります。 

主体部は片
かた

袖
そで

式
しき

横穴式石室で、玄室の

奥行き約６ｍ、幅約２ｍと長大で、側壁は

石が４段に積まれ、奥壁に1枚石が立てら

れています。玄
げん

門
もん

部の天井は羨
せん

道
どう

部の天

井より１段下がっています。 

これらの特徴から、行者塚古墳は６世紀

末頃に築造された、県内でも最大規模の横

穴式石室をもつ古墳です。 

 

※石室内の立ち入りはできません 

朝日塚古墳出土遺物 

行行
ぎょう

者者
じ ゃ

塚塚
づ か

古古墳墳  

朝朝日日
あ さ ひ

塚塚（（山山
や ま

上上
が み

塚塚
づ か

））古古墳墳  

朝日塚古墳は、昭和 29 年の道路築造時

に土取りがされ、その時に土器が出土しま

した。 

主体部には朱
しゅ

が 充
じゅう

填
てん

されていたといわ

れ、現地に大型の石材が残っていることか

ら朱彩された横穴式石室で、床面には礫
れき

が

敷いてあったと思われます。 

残存状況から直径約 20m 級の円墳と考

えられます。古墳の築造年代は出土した土

器から６世紀後半頃と考えられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おから山古墳は径約３０ｍの円墳と推定されるが、裾
すそ

部
ぶ

が削られて

おり、築造当初は４0ｍ級の円墳であった可能性もあります。 

主体部は両袖式横穴式石室で、玄室の奥行き約 4.4ｍ、幅約２ｍ、

高さ1.7m以上。側壁は石が４段に積まれ、奥壁に1枚石が立てられ

る。玄門部天井は羨道部天井より１段下がっています。 

これらの特徴から、行者塚古墳の後（７世紀前半頃）に築造された

と考えられます。 

おおかからら山山古古墳墳  

東近江市の遺跡シリーズ４ 「勝 堂 古 墳 群 」  
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★勝堂古墳群には・・・ 

骨骨
こ つ

塚塚
づ か

（（北北
き た

浦浦
う ら

））古古墳墳  

骨塚古墳は径約２０ｍの円墳と推定されます。 

近くの天日
てんにち

神社
じんじゃ

前に石
せっ

棺
かん

材と思われる 凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

の石材が置かれて

おり、勝堂古墳群のなかで一番古い首
しゅ

長
ちょう

墓
ぼ

の可能性が高い。 

勝堂町内にある 正
しょう

眼
がん

寺
じ

と瑞
ずい

正寺
しょうじ

、

天日
てんにち

神社
じんじゃ

に石棺に使われた石材が残

っています。 

正眼寺の石棺材は組合せ式の石棺

で、底石と蓋
ふた

石があります。 

勝勝堂堂町町内内にに残残るる石石棺棺材材  

骨塚（北浦）古墳 

おから山古墳 

 

所在地 ：東近江市勝堂町 

アクセス：近江鉄道八日市線・八日市駅から 

ちょこっとバス「湖東線」で湖東支所前 

バス停乗り換え、ちょこっとバス「湖東西循環

線」で勝堂下車、徒歩10分 

名神高速道路八日市Ⅰ.Cより車で約２０分 

 


